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さぬき市立就学前施設の在り方検討委員会 会議結果 

 

１ 会議日時    令和 7年 11 月 4 日（ 火 ） 19：00  ～  21：00   

２ 会議場所    さぬき市役所寒川庁舎 １階 多目的ホール 

３ 出 席 者  ［委 員］ 松原委員 杉浦委員 三谷委員 木曽委員 大山委員 

              黒川委員 亀井委員 多田（和）委員 頼富委員  

               多田（敬）委員 杉山委員 （欠席１名） 

        ［事務局］ 健康福祉部 中川部長 教育委員会 佐藤部長 

              幼保こども園課 真部課長 学校教育課 樫村課長 

              幼保こども園課 西川 

        ［傍聴人］     2 人 

４ 議  題  １ 志度保育所について 

        ２ さぬき市立就学前施設の在り方についての基本方針（案）について 

５ 資  料  ・志度保育所についてのアンケート結果（志度保育所保護者代表実施） 

        ・志度地区就学前入所人数の予測 

６ 会議要旨 

発言者 意見概要等 
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【議案１ 志度保育所について】 
 

最初に志度保育所の保護者代表である多田委員さんの方で志度保育

所の在り方についてのアンケートを取っていただいたのでアンケート

結果を私の方から報告させていただきます。 
資料の１ページ目にあるように結果としては志度幼稚園をこども園

化とする意見が圧倒的に多かったです。 
全体の８２.６%がこの案に〇を付けています。 
アンケートの主な意見としては 
・災害に対する危険性は早期に取り除く必要がある。 
・志度幼稚園は高台にありこども園化されれば安心できる。 
・子どもの数が減っているため施設を削減する必要性は理解できる

が地域内に公立の施設がなくなることは避けるべき。 
・閉園してしまうと保護者の選択肢が狭まり、さらに少子化が進む

のではないか。 
・こども園化の場合０歳から５歳まで同じ環境で過ごせるのが良い

などの意見がありました。 
・アンケートの結果をまとめてみますと今の場所で志度保育所を存

続することは心配だが志度保育所が無くなった場合の受け皿として志

度幼稚園をこども園化して公立に入れる選択肢を残してほしいという

意見が大多数だったと思います。 
あと多田委員さんの方で何か補足みたいなのがありましたらよろし

くお願いします。 
 

アンケート結果についての補足 

 ・公立は潰れる心配がない。こども園になると同じところに５年間

別紙４（添付）
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通うことができる。 

・志度幼稚園は空き教室がたくさんあるのでこども園化すれば有効

につかえる。 

 ・志度幼稚園をこども園化することは未来への投資であり、ここに

投資をしないと子育て世代は希望を持てないし、ますます過疎化が進

むのではないか？ 

 ・こども園化されればこどもを安心して通わすことができる。 

 

志度幼稚園のこども園化の話はいつまでに決めるというお考えなの

でしょうか？ 

 

 ・志度保育所の問題は津波による危険を伴うものなので早い段階で 

方向性を示していく必要があると考えている。 

来年とか再来年までにということは決まっていないが検討委員会 

で出た意見をもとになるべく速く結論を出せるよう進めていく。 

 

志度保育所が閉園した場合、予測しているとおりに入所人数が減な

らなかったら入りたいところに入れないっていうか転園先が見つから

ないっていう方が出てこられる可能性があるんじゃないでしょうか。 

  

志度保育所がなくなった時の受け皿についてはこれから民間の幼稚 

園、こども園と協議をスタートしていく予定。 

その中で、定員は増やせるのかどうか、０歳児から２歳児までの受

け入れはどの程度可能なのか。あと志度地区以外にひまわりこども園

さんも含め協議をしてなるべく受け皿が確実に確保できる時期を見定

めていくよう考えている。 

 

こども園化するとして、その過程で子どもたちの集団の学びという

のは保育の場合は確保しやすくなるかなと思うんですが、職員の方々

の確保、各保育所、幼稚園におられる方の雇用の確保というかそうい

った面の見通しも持たれていると思うんですが考えていく必要がある

かなと思っております。 

 

 私立の園長先生の方もいらっしゃるので園児受入れの見通しを聞け

たらと思います。 

 

ほかの園の入所状況は分からないが、よしいけこども園の現状とし 

ては令和８年度で言うと年齢によっては受け入れ出来なくてお断りし

ている方もいます。 

特に０～１の年齢はもう筒いっぱいである。本当に１２０%ぐらいの 

ところで職員数を見ながらどうにかやれるのかなっていう状況になっ

ている。 

資料にあるように５年後の実際に７０人減という仮定で言えば民間 
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でも受入れは可能であるが、仮に減らなかったってなった時にじゃあ

どうするのっていう話になった時に志度地区の保護者の方は施設の選

択が狭まり本当に預けたいところに預けることができなくなるのでは

ないか。 

 

ゆったりした環境で子どもを育てたいという保護者のニーズもあり 

ましてある程度施設を選べる選択肢を残してほしいような保護者の気

持ちっていうのは伝わってくることがあります。 

ただ施設長として、もし僕がさぬき市全体の施設とかを統括すると 

いう立場になったらその両方の判断っていうのは僕もやっぱり同じよ

うに考えるのかなというところは実はある。 

老朽化した建物に２億円くらいお金かけても１０年後、子どもがい 

ないとすればその２億円は他の子ども、子育ての方にお金をかける選

択肢もあったんじゃないかとかいろんな判断、迷うところで出てくる。 

 

 

例えば最低限度の施設、鉄筋コンクリートで給食室を作るのとプレ

ハブに近いような形で作るのでは結構事業費に違いが出る。 

３０年、５０年使う施設として考えるのが大前提だけれども、例え 

ば１０年、１５年として運営を考えるなら違う建て方もできるし、建

築設計案もあると思う。 

  

 こども園化への予算を投入し、子どもがいなくなった段階で別の用

途に使えるよう考えていけば問題ないのではないか。 

 

 

【さぬき市立就学前施設の在り方についての基本方針（案）について 

 

第６章の４行目の志度幼稚園のこども園化は決定ですか。 

 

検討委員会で出た案として載せていますが、今後の検討で修正する 

可能性はあります。 

 

新しい香川県の被害想定の浸水区域が広がりました。志度の浸水深

度も上がりました。 

以前はよしいけの下ぐらいまで前は中学校の向こうで県道のあた 

りまでの浸水域だったんですが、新しい浸水区域はよしいけこども園

のほとんどが下ぐらいまで来るという可能性が想定です。 

想定というのは東北の震災でもみんな釜石市があんなに来るとは思 

ってなかったんですね。それが想定を超えてきたと、基本方針に浸水

区域内もあるということを想定してから書くんだったらやはり私は万

が一の場合でも絶対浸水しないというところに一つこども園、保育園

を維持しておく事は将来に向けて大事なことだと思います。 
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 まずは子どもの利益を考え、一番良い選択をする必要がある。 

 
以上 

 
 

 

 


